
⚫ 段階的避難と早期避難情報
従来の「高齢者等避難」や「避難指示」を引用して発令すると、災害の逼迫状

況や他の災害における同情報の発令タイミング等が混在してしまい、情報を受け
る住民が困惑してしまうため、新たに早期避難に関する情報を設定

矢作川避難計画の改定概要

１ 改定前の計画概要
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⚫計画の発動条件
計画の発動は、伊勢湾台風に匹敵するような勢力の強い台風や、今ま

で経験したことの無い異常な大雨といった、矢作川における氾濫の危険
性が、一定確率以上に高まった際に発動することを基本とする。

1. 大型（伊勢湾台風級）の台風が接近又は上陸する恐れが高く、矢作川
の氾濫に匹敵する降水量が見込まれる場合

2. 前線の影響などにより、大雨特別警報級の降雨が予想され、矢作川流
域で48時間雨量が600mmを超えると見込まれる場合

3. その他、矢作川の堤防に重大な破損が発生するなど、河川氾濫の危険
性が高まった場合

矢作川避難計画の改定概要

１ 改定前の計画概要
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① 避難行動の見直し

住民の現実的な避難行動の検討につながるよう、屋内安全確保を避
難行動の一つとして整理する。

＜現行＞

・浸水想定区域外への立退き避難

※浸水想定時間が１日～３日以上継続する想定があるため

＜改定＞

・原則、浸水想定区域外への立退き避難
・一定の条件下では、屋内安全確保も可能

※一定の条件下とは…
⑴ 家屋倒壊等氾濫想定区域外であること
⑵ 浸水しない居室があること
⑶ 一定期間浸水することにより生じる可能性がある支障を許容
できること

矢作川避難計画の改定概要

２ 改定内容
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② 計画の適用条件の見直し

現在の気象台の予測精度では「矢作川流域の48時間総雨量600㎜」を
正確に把握することは困難であり、計画の実行性に乏しいため、計画の
実行性を高めるための見直しをする。

＜現行＞

・大型（伊勢湾台風級）の台風が接近又は上陸する恐れが高く、
矢作川の氾濫に匹敵する降水量が見込まれる場合

・前線の影響などにより、大雨特別警報級の降雨が予測され、矢作川
流域で48時間雨量が600ｍｍを超えると見込まれる場合

・その他、矢作川の堤防に重大な破損が発生するなど、河川氾濫の危
険性が高まった場合

＜改定＞

・矢作川流域の24時間積算雨量と今後24時間の予測雨量の合計が
600ｍｍを超える場合

矢作川避難計画の改定概要

２ 改定内容
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③ 避難情報の整理

現計画において、「矢作川早期避難情報」という避難の呼びかけを実
施することとして整理しているが、岡崎市独自の避難情報であり、市民
への認知つながりにくく、避難行動に結びつかないおそれがあるため、
内容を理解しやすい用語に見直す。
＜現行＞

・矢作川早期避難情報（第１次避難）

・矢作川早期避難情報続報（第２次避難～第５次避難）

・矢作川早期避難情報続報（避難完了）

＜改定＞

・自主的な避難の呼びかけ

・警戒レベル３ 高齢者等避難

・警戒レベル４ 避難指示

・警戒レベル５ 緊急安全確保

矢作川避難計画の改定概要

３ 改定内容
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④ 避難情報等の発信のタイミングの見直し

＜現行＞ ＜改定＞

矢作川避難計画の改定概要

３ 改定内容

矢作川流域の24時間積算降水量の予測
が100ミリメートルを超えたら

矢作川 岩津水位観測所の水位に応じた避
難情報の発令

警戒レベル３
高齢者等避難

警戒レベル４
避難指示

警戒レベル５
緊急安全確保

矢作川避難計画の検討を開始
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「自主的な避難の呼びかけ」の実施

矢作川流域の24時間積算降水量と今後の24時間の予測雨量
の合計が600ミリメートルを超えたら

早期避難情報

氾濫発生


